琵琶湖の 水 を 京に 引いて きた。 この 工事 は 京都の 市民 

によき 水運 を 備え、 よき 水道 を 備える と共に、 またよ 

き 身投げ 場所 を 与える ことで あ つ た。 

疏水 は 幅 十 間ぐ らいで は あるが、 自殺の 場所と して 

はかなり よいと ころで ある。 どんな 人で も、 深い 海の 

底な どで ふわ ふわして、 魚な どにつつ かれて いる 自分 

の 死体の こと を 考えて みると、 あまりい い 心 持 はしな 

い。 たとえ 死んでも、 適当な 時間に 見つけ 出されて、 

葬， - をしても らいたい 心が ある。 それに は 疏水 は 絶好 

な 場所で ある。 蹴 上から ニ条を 通って 鴨 川の 縁 を 伝い、 

伏 見へ 流れ 落ちる ので あるが、 どこでも 一 丈ぐ らい 深 



さが あり、 水が 奇麗で ある。 それに 両岸に 柳が 植えら 

けむ ぼんと ちょう 

れて、 夜 は 蒼い ガスの 光が 煙って いる。 先 斗 町 あたり 

の 絃歌の 声が、 鴨 川 を 渡って きこえて くる。 後に は 東 

山が 静かに 横たわつ ている。 雨の 降った 晚 など は 両岸 

の 青 や 紅の 灯が 水に 映る。 自殺者の 心に、 この美し い 

夜の 堀割の 景色が 一 種の romance を ひき 起して、 死 

ぬのが あまり 恐ろしい と 思われぬ ようになり、 ふら ふ 

らと 飛び込んで しまう ことが 多かった。 

しかし、 身体の 重さ を 自分で 引き受けて 水面に 飛び 

降りる 刹那に は、 どんなに 覚悟 をした 自殺者で も 悲鳴 

を 挙げる。 これ は 本能 的に 生 を 慕い 死 を 恐れる うめき 



ある。 それ を 手繰り 寄せる 頃に は、 三 町ば かりの 交番 

へ 使いに 行く ぐらいの 厚意の ある 男が、 きっと 弥次馬 

の 中に 交って いる。 冬で あれば 火 をた くが、 夏 は 割合 

に 手軽で、 水 を 吐かせて 身体 を 拭いて やる と、 たいて 

いは 元気 を 回復し 警察へ 行く 場合が 多い。 巡査が 

ふたこと みこと 

二言 三 言、 不心得 を 諭す と、 口ごもりながら、 詫 言 を 

いうの を 常と した。 

こうして 人命 を 助けた 場合に は、 一月ぐ らい 経って 

ほうじょ-つ 

政府から 褒状に 添えて 一 円 五十 銭ぐ らいの 賞金が 

下った。 老婆 はこれ を 受け取る と、 まず 神棚に 供えて 

手 を 二、 三度た たいた 後 郵便局へ 預けに 行く。 



る 自殺者の 前に 竿 を 巧みに 差し出した。 竿が 目の前に 

来た 時に 取りつ かない 投身 者 は 一 人 もない といつ てよ 

かった。 それ を 老婆 は 懸命に 引き上げた。 通りが かり 

の 男が 手伝った りする 時には、 老婆 は 不興であった。 

自分の 特権 を 侵害され たような 心 持が したから である。 

老婆 はこの ようにして、 四十 三の 年から 五十八の 今 ま 

でに、 五十 いくつかの 人命 を 救うて いる。 だから 

ほ-つし よ-つ 

褒賞 の 場合の 手続な どもす こぶる 簡単に な つ て、 一 

週で 金が 下る ようになった。 政庁の 役人 は 「お婆さん 

また やった な あ」 と 笑いながら、 金 を 渡した。 老婆 も 

初めの ように 感激 もしないで、 茶店の 客から 大福の 代 



こと を 拒んだ 自殺者 は 一人 もなかった。 助かりた いか 

ら 取りつ くの だと 老婆 は 思って いた。 助かりた いもの 

を 助ける の だから、 これほど いいこと はない と 老婆 は 

思って いた。 

今年の 春に なって、 老婆の 十数 年来の 平静な 生活 を、 

一 つの 危機が 襲った。 それ は 二十 一になる 娘の 身の上 

からで ある。 娘 はや や 下品な 顔立ちで はあった が、 色 

あいきよ-つ 

白で 愛嬌が あった。 

老婆 は 遠縁の 親類の 二 男が、 徴兵から 帰ったら、 養 

もと で 

子に 貰って 貯金の 三百 幾 円 を 資本と して 店 を 大きく す 

る はずであった。 これが 老婆の 望みで あり 楽しみで 
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